
三菱汎用シーケンサ MELSEC iQ-R シリーズ 電力計測ユニット

形名 RE81WH

ユーザーズマニュアル（ハードウェア編）
・ご使用前に本マニュアル，およびユーザーズマニュアル（詳細編）をよくお読みのうえ，正しくお使いください。 
・お読みになった後は，いつでも見られるところに大切に保管し，必要なときにお読みください。 
・なお，本マニュアルは，必ず最終ユーザまでお届けいただきますようお願いいたします。 

最新のマニュアルPDFは，三菱電機FAサイトからダウンロードできます。 

関連マニュアル 

マニュアル名称 マニュアル番号 提供形態 標準価格 

三菱汎用シーケンサ MELSEC iQ-R シリーズ 

電力計測ユニット ユーザーズマニュアル（詳細編） 
IB63D80 

製本版 \3,000 

PDF ― 

MELSEC iQ-R ユニット構成マニュアル SH-081222 
製本版 \3,000 

PDF ― 

(1)シーケンサシステムについて
お客様の製品にEMC指令・低電圧指令対応の弊社シーケンサを組み込んでEMC指令・低電圧指令に適合させるときは，
MELSEC iQ-Rユニット構成マニュアルの「EMC指令・低電圧指令」を参照してください。
シーケンサのEMC指令・低電圧指令対応品は，本体の定格銘板にCEのロゴが印刷されています。

EMC指令・低電圧指令への対応 

(2)本ユニットについて
本ユニットをEMC指令・低電圧指令に適合させるには，「ユーザーズマニュアル（詳細編）」を参照してください。

 1台で各種電気量の計測が可能：1台で電力量，無効電力量，電流，電圧，電力，力率，周波数，高調波電流，高調波電圧の
計測が行えます。電力量は消費側，回生側の両方向の計量が可能です。 
 充実した監視機能：最大値，最小値の記憶に加え，2種類の上下限警報監視が行えます。警報状態はバッファメモリに記憶

しているため，複雑なラダーを組む必要がありません。 
 特定の期間の電力量を計量可能：出力デバイスがONの期間のみの電力量を計量することができます。タクト単位の電力

量が取得可能となります。

本ユニットには，下記の同梱物があります。内容に不足がないか確認してください。

① 本体×1 ② ユーザーズマニュアル（ハードウェア編）（本書）×1

3.1 使用環境や使用条件に関する注意事項
本ユニットは，汚染度2 注1の環境で使用されることを前提としています。他の汚染度で使用される場合は，組み込まれる装

置側で保護を行ってください。 

本ユニットの計測回路の測定カテゴリはCAT  注1です。 

次のような場所では使用しないでください。誤動作や寿命低下につながることがあります。

・周囲温度が使用温度範囲（0～+55℃）を超える場所 ・日平均温度が+35℃を超える場所

・ほこり，腐食性ガス，塩分，油煙の多い場所 ・標高が2000mを超える場所 

・湿度が使用湿度範囲（5～95%RH）を超える場所または結露する場所 ・金属線や導電性物質が飛散する場所 

・強電磁界や外来ノイズの多い場所 ・振動，衝撃の多い場所 

・制御盤以外の設置 ・雨，水滴等のあたる場所 

本ユニットは，開放型機器（本ユニットの感電保護は，他の装置内に収納して行うように設計された機器）です。必ず制御盤
などに収納して使用してください。

注1：汚染度及び測定カテゴリの定義については，EN61010-1/2010を参照してください。

3.2 使用前の準備に関する事項
・設置場所は使用環境や使用条件を守ってください。
・お使いになる前に本ユニットの相線式，一次電圧，一次電流の設定が必要です。
※各設定方法に関しては「ユーザーズマニュアル（詳細編）」を参照してください。 

3.3 取付・配線上の注意事項
本項に記載の注意事項にしたがって使用してください。不適切な使用をした場合，本ユニットに備わった保護が損なわれる

可能性があります。

危険

・取付け，配線作業などは，必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。全相遮断しないと，感電あ

るいは製品の損傷の恐れがあります。 

・取付け・配線工事を行うときには，無通電状態で実施し，活線工事はしないでください。感電事故や機器の故

障，火災の原因となります。 

注意 

・安全のため取り付け・配線は電気工事などの専門の技術を有する人が行ってください。 
・シーケンサは，「MELSEC iQ-R ユニット構成マニュアル」に記載の一般仕様の環境で使用してください。一

般仕様の範囲以外の環境で使用すると，感電，火災，誤動作，製品の損傷あるいは劣化の原因になります。 
・本ユニット装着後，ユニット固定用フックがベースユニットに掛かり，確実に装着されていることを確認してく
ださい。ユニットが正しく装着されていないと，誤動作，故障，落下の原因になります。 

振動の多い環境で使用する場合は，ユニットをねじで締め付けてください。 
・ねじの締付けは，規定トルク範囲で行ってください。ねじの締付けが緩いと，落下，短絡，誤動作の原因にな
ります。ねじを締め過ぎると，ねじやユニットの破損による落下，短絡，誤動作の原因になります。 

・本ユニットの導電部分や電子部品には直接触らないでください。感電，ユニットの故障や誤動作の原因にな
ります。 

・本ユニットをご使用される際には，必ず専用の電流センサと組み合わせてご使用ください。変流器の二次側
（5A）は，本機器には直接入力できません。

・専用の電流センサは低圧回路専用です。高圧回路に使用することはできません。また，形名：EMU2-CT5，

EMU-CT5-A の電流センサは変流器の二次側（5A）を貫通させてご使用ください。誤って高圧回路に接続す
ると，機器の焼損，火災の原因となり，大変危険です。電流センサの最高使用電圧については，「ユーザー
ズマニュアル（詳細編）」を参照ください。 

電流センサの入力は本ユニットの定格を超えないでください。本
ユニットの機能・精度を保持するため，電流センサの取扱説明書を参照してください。 

・専用電流センサには極性（方向性）があります。設置時にご注意願います。 
・本ユニット内に，切粉や配線クズなどの異物が入らないように注意してください。火災，故障，誤動作の原因
になります。 

・本ユニットは，配線時にユニット内へ配線クズなどの異物が混入するのを防止するため，ユニット上部に異
物混入防止ラベルを貼り付けています。配線作業中は，本ラベルをはがさないでください。システム運転時
は，放熱のために本ラベルを必ずはがしてください。異物混入防止ラベルをはがさないで使用した場合，ユ

ニット内部に熱がたまり，寿命低下につながります。 
・本ユニットに接続する電線は，必ずダクトに納めるか，またはクランプによる固定処理を行ってください。電
線をダクトに納めなかったり，クランプによる固定処理をしていないと，電線のふらつきや移動，不注意の引

っ張りなどによるユニットや電線の破損，電線の接触不良による誤動作の原因となります。 
・適切なサイズの電線をご使用ください。不適切なサイズの電線を使用すると，発熱による火災の原因となり
ます。 

・より線を使用される場合，細線がばらつかないように，棒端子または，先端をよじる等の処理を行ってからご
使用ください。棒端子は電線サイズに適合したものをご使用ください。不適切な棒端子を使用すると，断線や
接触不良の発生により，機器の誤動作，故障，焼損，火災の原因となります。 

・配線完了後，配線忘れおよび誤配線がないか必ずご確認ください。配線忘れおよび誤配線は，機器の誤動
作，火災，感電の原因となります。 

・本ユニットに接続された電線を取り外すときは，電線部分を手に持って引っ張らないでください。ユニットに接

続された状態で電線を引っ張ると，誤動作またはユニットや電線の破損の原因となります。 
・本ユニットへの配線は，製品の定格電圧および端子配列を確認した上で，正しく行ってください。定格と異な
った電圧の入力または誤配線をすると，火災，故障の原因になるおそれがあります。 

・絶縁抵抗試験，商用周波耐電圧試験実施時には，規定の電圧値を超えない範囲で実施ください。 
・電気設備に関する十分な知識を有さない者を感電の危険から保護するために，盤は下記の何れかの処置を
する必要があります。 

電気設備に関する教育を受け十分な知識を有する者のみ盤を開けることができるよう，盤に鍵をかける，も
しくは盤を開けることで自動的に電源が遮断される構造としてください。 
本装置の危険電圧部位をカバーで覆ってください。 

本ユニットを，原子力用，航空宇宙用，医療用，乗用移動体用

の機器あるいはシステムなど特殊用途への適用をご検討の

際には，当社の営業担当窓口までご照会ください。 

単位：mm 不明な点がある場合や故障時は，当社の支社または代理店にご連絡くださ

い。 

・製品の無償保証期間は，お客様にてご購入後またはご指定場所に納入後

36 ヶ月とさせていただきます。ただし，当社製造出荷後の流通期間最長 6 ヶ

月として，製造から 42 ヶ月を無償保証期間の上限とさせていただきます。 

また交換品の無償保証期間は，交換前の無償保証期間を超えて長くなるこ

とはありません。 

・無償保証期間の内外を問わず当社の責に帰すことができない事由から生じ

た損害，当社製品の故障に起因するお客様での機会損失，逸失利益，当社

の予見の有無に関わらず特別の事情から生じた損害，二次損害，事故補償，

当社製品以外への損傷およびその他の業務に対する補償については，当

社は責任を負いかねます。 

注意
本ユニットから異常な音，臭い，煙，発熱が発生したらただち

に電源を切って，使用を中止してください。 

項目 仕様 

形名 RE81WH 
相線式 単相2 線式，単相3 線式，三相3 線式 

計
器 
定
格 

電圧 
回路 

単相2 線式 
三相3 線式 

110, 220V 共用 

単相3 線式 110V（1-2 線間，2-3 線間），220V（1-3 線間） 

電流回路 

AC5A，50A，100A，250A，400A，600A（専用分割形電流
センサを使用。いずれも電流センサ一次側の電流値を示
す） 
5A センサ使用時に設定可能な 1 次電流：5A～6000A 
二次側電流値最大66.66mA 

周波数 50/60Hz(周波数自動判別) 

本体許容差 
（電流センサ含まず） 

電流 ： ±1.0％ (定格100％に対して) 
電圧 ： ±1.0％ (定格100％に対して) 
電力 ： ±1.0％ (定格100％に対して) 
無効電力 ： ±1.0％ (定格100％に対して) 
皮相電力 ： ±1.0％ (定格100％に対して) 
高調波電流 ： ±2.5％ (定格100％に対して) 
高調波電圧 ： ±2.5％ (定格100％に対して) 
周波数 ： ±1.0％ (45～65Hz 範囲) 
力率 ： ±3.0％ (電気角90°に対して) 
電力量 ： ±2.0％ (定格の 5～100％範囲，力率＝1) 
無効電力量 ： ±2.5％ (定格の 10～100％範囲， 

力率＝0) 
過渡過電圧 計測回路：CATⅢ 
計測回路数 1 回路 

使
用 
環
境 

使用温度範囲 0～+55℃(日平均温度+35℃以下) ※1 
使用湿度範囲 5～95%RH(ただし結露しないこと) 
保存温度範囲 -25～+75℃ 
標高 2000ｍ以下 

商用周波耐電圧 
電圧・電流入力端子一括 ─ シーケンサ電源，GND 端子
一括間  AC2210V 5 秒間 

適合規格 
EMC ：EN61131-2:2007，EN61326-1: 2013
安全規格：EN61131-2: 2007，EN61010-1: 2010

UL61010-1: 3rd Edition 
設置場所 制御盤内 

3.4 立上げ・保守時の注意事項
・本ユニットは計量法に定める電力量などの取引・証明の用途には使用できません。

注意 

・本マニュアルに記載の定格範囲内でご使用ください。定格範囲外でのご使用は，誤動作または故障の原因
となるだけではなく，発火，焼損のおそれがあります。 

・操作をするときは，周囲に活線中の裸電線などがないか十分確認してから行ってください。裸電線などがあ
る場合は，ただちに操作をやめ，絶縁保護など適切な処置を行ってください。 

・本ユニットの分解，改造はしないでください。故障，誤動作，ケガ，火災の原因になります。 
・本ユニットの着脱は，必ず電源を外部にて全相遮断してから行ってください。全相遮断しないと，感電，ユニ
ットの故障や誤動作の原因になります。 

・通電中に端子に触れないでください。感電，ユニットの故障や誤動作の原因になります。 
・清掃，ユニット取付けねじの増し締めは，必ず入力電源を外部にて全相遮断してから行ってください。全相遮
断しないと，ユニットの故障や誤動作の原因になります。 

・表面の汚れは柔らかい乾布で拭きとってください。 
・化学ぞうきんなどを長時間接触させたり，ベンジンやシンナーなどで拭かないでください。 
・本ユニットを正しく長くお使いいただくために次のような点検を行ってください。 
＜日常の点検＞ 
  ①本ユニットに損傷がないか  ②LED 表示に異常がないか  ③異常な音，臭い，発熱がないか 
＜定期点検（6 ヶ月～1 年ごと）＞ 

 ④取付け，端子台の結線，コネクタの接続に緩みがないか （必ず停電状態で点検してください） 

3.5 保管に関する事項
保管は電源を切り，配線を外してビニール袋などに収納してください。 

長時間保管する場合は，次のような場所を避けてください。故障や寿命低下につながることがあります。 

・周囲温度が保存温度範囲(-25℃～+75℃)の範囲を超える場所 ・日平均温度が+35℃を超える場所 

・湿度が湿度範囲(5～95% RH以下)を超える場所または結露する場所 ・振動，衝撃の多い場所 

・金属片や導電性物質が飛散するところ ・雨，水滴，日光の直接あたる場所 

・ほこり，腐食性ガス，塩分，油煙の多い場所 

3.6 廃棄に関する事項
本ユニットは，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律(廃棄物処理法)」にしたがって適正に処理してください。 

3.7 梱包材，取扱説明書について
環境負荷低減のため，梱包材にはダンボールを，取扱説明書には再生紙を使用しています。 

4.1 電力計測ユニットRE81WHの各部の名称

補足 ------------------------------------------------------------------------------------------------- 

接続電線をストリップゲージの溝に合わせることで被覆剥き長さを確認できます。

4.2 LEDの表示と機能
LED の名称と動作の説明を以下に示します。 

名称 表示色 役割 点消灯条件 

RUN 
LED 

緑 
本ユニットの運転状態を
表示します。 

点灯：正常動作中 
消灯：内部電源断、ハードウェアエラー発生中※1 

MEA. 
LED 

緑 
本ユニットの計量状態を
表示します。 

点灯：計量あり 
消灯：計量なし（無計量） 

ALM1 
LED 

赤 
本ユニットの警報1の発生
状態を表示します。 

点滅：警報 1 発生中 
点灯：警報 1 発生中→未発生 

（警報 1 リセット方式＝自己保持の場合） 
消灯：警報 1 未発生 

ALM2 
LED 

赤 
本ユニットの警報2の発生
状態を表示します。 

点滅：警報 2 発生中 
点灯：警報 2 発生中→未発生 

（警報 2 リセット方式＝自己保持の場合） 
消灯：警報 2 未発生 

ERR 
LED 

赤 
本ユニットのエラーおよび
状態を表示します。 

点滅：設定値範囲外エラー発生中※1 
点灯：ハードウェアエラー発生中※1 
消灯：正常動作中 

R LED 緑 
本ユニットの計量状態（回
生）を表示します。 

点灯：計量あり（回生） 
消灯：上記以外 

1 LED 緑 
本ユニットの1 側の計量状
態（回生）を表示します。 

点灯：1 側計量あり（回生） 
消灯：上記以外 

3 LED 緑 
本ユニットの3 側の計量状
態（回生）を表示します。 

点灯：3 側計量あり（回生） 
消灯：上記以外 

※1：詳細は，ユーザーズマニュアル（詳細編）を参照ください。 

5.1 電力計測ユニットの取付け

・MELSEC iQ-R シリーズのベースユニットに接続してください。 

・特に振動衝撃の大きい場所に使用する場合は，ユニットをベースユニットにねじ締付してください。 

ユニット固定ねじ：M3×12mm（お客様にて手配ください） 
締付トルク：0.36～0.48N・m 

・ユニット取付け時は，ユニット凹部をベースユニットのガイドに正しく合わせてからユニットを装着してください。ユニット凹部

をガイドに正しく合わせずにユニットを装着しようとすると，ユニットを破損させるおそれがあります。 

端子名称 説 明 

1k 

1L 

1 相電流入力端子（電源側） 

1 相電流入力端子（負荷側） 

3k 

3L 

3 相電流入力端子（電源側） 

3 相電流入力端子（負荷側） 

P1 

P2 

P3 

1 相電圧入力端子 

2 相電圧入力端子 

3 相電圧入力端子 

NC 未使用 

端子台の信号名称 

1. ベースユニットのユニットコネクタにキャップ

が装着されている場合は，キャップを取り外

してください。

2. 本ユニットの凹部 (1) とベースユニットのガ

イド(2) の先端を合わせます。

3. 本ユニットは，ガイド (2) を支点とし，ユニット

固定用フック (3) が「カチッ」と音がするまで

矢印方向に押して，ベースユニットに装着し

ます。

4. 本ユニットのユニット固定用フック (3) がベー

スユニットに掛かり，本ユニットが確実に装着

されていることを確認してください。

(1)LED

本ユニットの動作状態を

表示します

(2)電流入力端子台 

計測回路の電流線に接続し

た専用電流センサの二次側

出力を接続します。 

(3)電圧入力端子台 

計測回路の電圧入力線を接

続します。 

(6)ストリップゲージ 

接続電線の電線剥離長

の確認用ゲージ 

(5)チェック穴 

端子台までの導通

確認用。

テスタ－等の端子先に

て使用します。

(4)プッシュボタン

端子台へケーブルを挿

入，または取りはずし

するときに押します

（3）

（1） 

（2） 

6.1 配線
回路の相線式により，次の配線図にしたがって配線してください。 
電流回路の接続には専用の電流センサと組み合わせてご使用ください。専用の電流センサについては，「6.3 電流センサ」を参照してください。 
電流センサの取付け方法，詳細仕様は，「ユーザーズマニュアル（詳細編）」を参照してください。 

単相 3 線式／三相 3 線式

負荷側

EMU-CT***-A 形

分割形電流センサ

(50/100/250/400/600)

K

L

k

l

1 2

電源側

(1) (0)

K

L

k

l

3
(2)

三相 3 線式（計器用変圧器、変流器併用の場合） 

負荷側 

K

L

L

K

変流器

(二次電流 5A 品)

EMU-CT5-A

5A 電流センサ

k

l

k

l

K

L

k

l

K

L

k

l

計器用変圧器

1 2

電源側

3

単相 2 線式

負荷側

EMU-CT***-A 形

分割形電流センサ

(50/100/250/400/600)

K

L

k

l

1 2

電源側

注意

・ノイズの侵入を防ぐため伝送信号線・入力信号線は，動力
線や高圧線との接近や結束を行わないでください。伝送信

号線・入力信号線と動力線・高圧線が並行するときの隔離
距離は以下を目安として離してください。（端子台入力部を
除く）

条件 距離 

600V 以下の電力線 300mm 以上 

その他の電力線 600mm 以上 

・計測回路の入力配線は他の外部信号と別々のケーブルを

使用して，交流側のサージや誘導の影響を受けないように
してください。 

●本ユニットに直接接続可能な回路電圧は260Vまでです。これを超える場

合は，計器用変圧器を必ずご使用ください。なお，計器用変圧器を使用され

る場合は，変圧器の一次側電圧値は線間 6600V まで設定可能で，二次側

電圧値は 110V または 220V です。（特殊電圧を設定される場合は，変圧器

の特殊一次側電圧値は線間6600Vまで，特殊二次側電圧値は220Vまで設

定可能です。） 

●ケーブルを通す前に分割形電流センサの取付け方向を間違えないようにし
てください。K→L の方向です。 

Ｋ：電源側 Ｌ：負荷側を示します。 
●専用の電流センサ（形名：EMU2-CT5 を除く）の電線配線長は最大50m まで

です。 

●形名：EMU2-CT5 の電流センサは 10m まで延長可能です。それ以上延長さ
れる場合は，分割形計器用変流器CW-5S（L）の組合せで，CW-5S(L)側の二
次配線を延長する方法を採用してください。 

●計器用変圧器の使用可能変圧比は 220/110V～6600/110V です。本ユニッ
トの P1～P3 端子へは計器用変圧器の二次側を接続してください。端子記号
の間違いの無いよう接続ください。 

●専用の電流センサの 2 次側は接地しないでください。 
●専用の電流センサを取付ける 1 次側のケーブルは、絶縁電線(基礎絶縁以

上)を使用してください。 

6.2 電線の結線のしかた
●使用電線は下記の適合電線を使用するようにしてください。 
●使用電線の電線剥離長は 10～11mm としてください。 

本ユニットのストリップゲージにて電線剥離長をご確認ください。 

●より線を使用される場合は，細線がばらつかないように，棒端子を使用され
るか，または先端をよじる等の処理をしてからご使用ください。 

●端子台へ電線の挿入や取り外しはプッシュボタンを押して行ってください。電

線挿入後はきちんと挿入されているか確認ください。 
●端子台への電線の挿入は突き当たるところまで，電線を挿入してください。 
＜適合電線（使用可能電線）＞

適合電線 より線：AWG 20-16（0.52～1.30mm2） 
単線：AWG24-16（φ0.52～1.29mm） 

＜適合棒端子＞

推奨圧着端子 TGV TC-1.25-11T （ニチフ製）相当品 

6.3 専用電流センサ 

専用の電流センサは下表のとおりです。 

品名 形名 定格一次

電流 [A] 

UL 規格 

適合有無 

分割形電流センサ 

EMU-CT50-A 50 × 

EMU-CT50 50 ○ 

EMU-CT100-A 100 × 

EMU-CT100 100 ○ 

EMU-CT250-A 250 × 

EMU-CT250 250 ○ 

EMU-CT400-A 400 ○ 

EMU-CT600-A 600 ○ 

EMU-CT5-A 5 × 

5A分割形電流センサ EMU2-CT5 5 ○ 注：低圧回路へ設置する場合，計器用変圧器お

よび変流器の二次側電路の接地は不要です。 
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1. 特長

2. 梱包物の確認

3.安全のために必ず守ること

4．各部の名称とはたらき
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5. 取り付け方法

6．配線方法
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7．外形寸法図 8．仕様 9．アフターサービス
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